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『イエス様はどこにいる？』

以前、月曜日のお礼拝を礼拝堂で行ったとき、私は子どもたち

にこんなことをお話ししました。

「みんな、イエスさまってどこにいると思う？この礼拝堂のどこ

かにいるのかなあ？それとも、みんなの頭の中や、ここ（胸）の

中にいるのかなあ？」

子どもたちは口々に「ここ（礼拝堂）にいるよ！」「こころのな

かにいるよ！」とお話していました。

次の日、私が保育室をのぞいていると、入園してまだ1か月ほ

どの男の子が「園長先生」と声をかけてくれました。

「園長先生、昨日イエス様はどこにいるのっていってたけどさ

あ、イエス様はいえすさまのおうち（礼拝堂）にいるんだよ！

おうちでおしごとしているんだよ！園長先生もおしごとしなさ

い！（こんなところでフラフラしてないで）」

きれいなお目目で、こんなことをお話してくれました。入園し

たての頃は、お父さん、お母さんと離れられなくて、泣いてばか

りだったお子さんです。

昨日の私のお話をきちんと聞いて受け止めて、考えていたんだ

なあ、と感動しました。

夕方お迎えに来たお母様にお伝えしましたところ、「はいはい、

月曜日、『神さまのお家に行くんだよ。』って話してくれました。

（礼拝堂が神様のお家なのですね。）最近、お家でもお食事の前

に私たちに、『お祈りするんだよ。』っていうので、みんなでお祈

りしています。」とおっしゃっていました。またまた感動！

まさに、イエス様は、心のきれいな子どもたちの中にいるので

しょうね。

園長 渡部 良子

対話という「キャッチボール」

「私はあなたがたに乳を飲ませて、固い食物は与えませ

んでした。」これは使徒聖パウロの言い争いをやめない

信徒たちをたしなめる言葉の一部です。誰かと新しいこ

とを始める時に、始めから対話の中で難しい専門用語や、

相手にわかりにくい言葉で伝えるのではなく、相手の成

長や力量に寄り添って言葉を選ぶことの大切さを教える

有名な一節です。

対話は、よく「キャッチボール」にたとえられます。

相手を必要とする行為であり、ボールを投げる時と同じ

配慮が求められるからです。キャッチボールを楽しむに

は、自分の力量を把握しつつ、相手の力量も、一球一球

ていねいに確かめることが大切です。距離は？球のスピ

ードは？お互いに、相手がうまく受け止められるように

フォローすることで、やり取りの精度も変化し、「キャ

ッチボール」が苦労ではなく喜びに変わります。「ツー

カーの仲」とはそういう経験を積んだ間柄のことを指す

のでしょう。楽しく成長した経験は、別の誰かとの「キ

ャッチボール」を楽しむきっかけになり、「パシーン！」

と気持ちの良い音（良い返事）が聞こえると、また続け

たい気持ちにさせてくれます。
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